


















Spirituality, Irreligious, Buddhism, Christianity, Islam
Abstract
 This is a report of a symposium on Japanese spirituality held on June 14, 2014. The 
author of this report planned this experimental symposium, which was hosted by the 
Department of Intercultural Communication. The symposium invited three speakers to 
talk about this intriguing subject from the point of view of Buddhism, Christianity or 
Islam. Three students from the department also gave their opinions on the subject. Part 
I of this report explains why the symposium was planned and how it was prepared and 
conducted. Part II includes the author’s summaries and comments on the research 






　　日　　　時：2014 年 6月 14 日（土）13：30 ～ 16：45


























　シンポジウムは 2014 年 6月 14 日（土）に実施された。多数の来場者があり、出席票に記入し











思われる。116 名の内訳は一般参加者 35 名、本学学生 81 名である。一般参加者数はほぼ予想通
りであったが、高校生から 60 代まで幅広い年齢層であった。予想外だったのは多くの本学学生
の参加である。ほとんどは異文化コミュニケーション学部一年生（CLP 履修者）であった。




17 時 30 分である。これは発題、発言、あるいは質疑応答で議論が白熱したためである。このシ
ンポジウムの様子は、記録として残すためDVDに録画された。



















































































































































































































































































































 4） 日本イスラム教団は 1970年代半ばから 80年代にかけて存在した特異なイスラーム団体である。
教団の創設者は医者でもあった二木秀雄という人物である。その教理は「大乗イスラーム」と
呼ばれる。詳細に関しては小村明子氏の研究を参照されたい。
 5） 父なる神、神の子イエス、及び精霊が神の三つの属性であるとするものである。キリスト教の
十字架、十字を切る行為はそれを象徴している。
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